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英国のカントリーサイド英国のカントリーサイド

• Countryside
• 田舎、地方、田園
（町や都市からはなれたところ）

• 日本での英国ブーム
– 林望「イギリスはおいしい」（1991）
– イングリッシュガーデン
– カントリーサイド



英国のカントリーサイド英国のカントリーサイド



カントリーサイドが生んだ童話カントリーサイドが生んだ童話



ハリー・ポッターハリー・ポッター



なぜ英国？なぜ英国？

• ものごとを外からながめる見方
• 相対化，対象化

• ちばの里山を外からながめてみる

今回は英国から千葉をながめる



英国と日本英国と日本

• 英国
面積： 24.3万km2

人口： 5900万人
人口密度： 245人/km2

• 日本
面積：37.8万km2

人口： 12700万人
人口密度： 337人/km2

（2001年）



英国と日本 草地の国と森林の国英国と日本 草地の国と森林の国

総面積
(万km2)

耕地率
(%)

牧場・
牧草地
(%)

森林率
(%)

耕地面積
(ha)／人

英国 24.3 24.4 45.3 10.2 11.04

日本 37.8 12.8 1.7 66.2 1.74



英国と日本英国と日本

• 文明の生態史観（梅棹忠夫，1974）
– 東と西（日本と西ヨーロッパの共通性）
– 第一地域： 第二地域からの文明導入→封建制→資本主義
– 第二地域： 古代文明の発生→専政帝国→植民地→近代化



英国と日本英国と日本

• 森林の思考・砂漠の思考（鈴木秀夫, 1977）
日本： 水田耕作の原点から北にいくほど森林破壊開始が遅れる

英国： 一時的な森林破壊から広範な森林破壊までの間が長い

農耕地が平野に限定されることなく丘陵の森林地帯に散開して拡がる



きょうの話きょうの話

• 里山はなぜ保全しなければならないか
• 里山をどう保全したらよいのか

• 物事を外から考えてみる
• 英国の里山保全を参考にする
（例） チョーク草地の保全

• 景観の保全という枠組み
• 伝統的農業を守るという枠組み

• ちば独自のやり方を考える
• ・・・ と 子ども



チョークエスカープメントと谷津田チョークエスカープメントと谷津田

• チョーク・エスカープメント
（英国）

• 谷津田（日本）



チョークチョーク

• 中生代
– 白亜紀（Cretaceous Period）

1億3500万年前から6500万年前
– ジュラ紀（Jurassic Period）

2億0300万年前から1億3500万年前
– 三畳紀（Triassic Period）

2億2500万年前から2億0300万年前



チョークの分布（地質図）チョークの分布（地質図）

Ｃｈａｌｋ



チョーク： ココリス (coccolith)チョーク： ココリス (coccolith)

• コッコリソフォア
（Coccolithophore）

• 石灰質ナノプランクト
ンの作る石灰質殻

白亜紀末期

（７千万年前）の種

Zeugrhabdotus sp.

http://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~oka/coccolith.html



Wye, Kent, UKWye, Kent, UK



Landsat/ETM+ （19/06/2000）Landsat/ETM+ （19/06/2000）



チョーク草地チョーク草地

• 伝統的な牧畜業によって維持
• 高い種多様性
• 英国植物生態学の主要フィールド
• チョーク草地の現状

– １９６０年代
農業を取り巻く環境の変化

• １．耕作地に変換
• ２．採草地に変化



チョーク草地の野生動植物の危機チョーク草地の野生動植物の危機

• グレイジングによって
維持されてきた短草
型草地

• そこに適応した植物
– ホースシューベッチ

• それを食草とする
昆虫類
– チョークヒルブルー

• ハビタットの減少
→絶滅の危機

Horseshoe Vetch

Chalkhill Blue



チョーク・エスカープメント景観チョーク・エスカープメント景観

• 残存するチョーク草地
– 丘陵地裾の急傾斜地（エスカープメント)

• 景観の生態学的保全
• e.g. ワイ丘陵地国立自然保護区

– 自然保護庁（English Nature） による積極的な
維持管理

– 牧畜農家と契約→伝統的な放牧をすすめる



参考となる事例参考となる事例

• 伝統的牧畜業の持続
• 景観の保全
→文化的景観（Cultural landscape）の保全

• 基礎的な生物相調査の充実
データベース化

• 行政－市民（ＮＰＯ）－研究者の連携



スライド上映 （Wye 1996-97）スライド上映 （Wye 1996-97）

ゑ



英国の農業と環境英国の農業と環境



歴史的変遷歴史的変遷

• １８３７年（ビクトリア女王即位）
– 国民は農業に依存
– カントリーサイド：人口の３分の２

• １８５１年
– 都市：人口の半分

• １９０１年
– 都市：４分の３以上
– カントリーサイドの衰退



ビクトリア時代（１８３７－１９０２）ビクトリア時代（１８３７－１９０２）

• イギリスが世界制覇に邁進
• 工業の発達、農村から都市へ人口の集中
• カントリーサイド

– 大地主の所領地（estate）の中の農場を農園経
営者（farmer）が借り受け、多くの農夫を雇用。

– 農夫を住まわせるために民家（cottage）が用
意され、それらが集まって村（village）を構成。

– 民家住まいの農夫（cottager）は農園と雇用契
約が切れれば、民家（借家）はもとより、村か
ら去る。



そのころの日本そのころの日本

• 江戸時代末期から明治３０年代
• 近代社会へ移行する激変期
• 農村

– 元来、日本では田畑と住宅は「イエ」単位の自
立小農（＝農家）に所有され、これが集まって
「ムラ」を構成し、子々孫々までそこに住み続
けることを理想とした。



都市人口の推移都市人口の推移

http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/zuhyou.php



歴史的変遷歴史的変遷

• １９４６年 全国土地基金

– 内国歳入庁が遺産相続税として土地や歴史的
建造物を取得→ ナショナル・トラスト

• １９４７年 都市農村計画法

– 州当局に開発規制の権限→グリーンベルト
• １９４８年 自然管理委員会

• １９４９年 国立公園・田園地域アクセス権法

– 国立公園と特別優良自然景観地域（ＡＯＮＢ）



歴史的変遷（２）歴史的変遷（２）

• １９６７年 田園地域法（Countryside Act）
– 田園地域（里山）の自然美と保護と増進を図り，
公衆のアクセスを奨励→田園地域委員会（ＣＣ）

– 自然保護協議会（ＮＣＣ）
• 国立自然保護区（ＮＮＲ）
• 特別科学研究対象地域（ＳＳＳＩ）

• １９６０年代 自然保護運動
– ナショナルトラストや王立鳥類保護協会（ＲＳＰＢ）
– 農業・野生生物技術者指導グループ（ＦＷＡＧ）



歴史的変遷（３）歴史的変遷（３）

• １９８１年 野生生物・田園地域法

– 特別科学研究対象地域（ＳＳＳＩ）の保護強化
– 全国3800箇所（国土面積の3.5%）

• １９８６年 農業法改正

– 環境保全地域事業
– セット・アサイド・プレミアム事業
– 田園地域スチュワードシップ事業（ＮＣＣ，ＣＣ）



環境保全地域事業環境保全地域事業

1. 当該地域が国民的にみて環境に重要であ
ること

2. 当該地域の環境保全が特定の農業活動
の採用，継続，拡張に依存していること

3. 伝統的農業活動を奨励することが環境破
壊を阻止するのに役立つ地域であること

4. 具体的かつ一貫した環境保全の対象とな
る地域的単位となっていること



歴史的変遷（４）歴史的変遷（４）

• １９８９年 条件不利地域農業対策事業

– 劣等地域の牧畜業に対する補償
– ＮＣＣによる批判→過放牧

• １９９０年 硝酸塩監視事業

cf. 印旛沼流域



英国農業政策の目指すもの英国農業政策の目指すもの

• 効率的農業

– 競争的農業，差別化批判，デカップリング

• 農業環境の保全

– 農業者に環境保全的農業活動を実施する包
括的事業参加を促すインセンティブを提供

• 農業と環境の統合

– クロス・コンプライアンス（遵守）

直接支給を前提にしてその支給に環境要件を
付加



欧州共同体（ＥＵ）としての農業政策欧州共同体（ＥＵ）としての農業政策

• ＣＡＰ（共通農業政策）
– １９５７年 ローマ条約（欧州経済共同体）

– 「欧州農業共同体」の構想
– 単一市場，共同体特恵，財政の連帯責任

• 英国の農業政策： ＣＡＰとの整合性
• １９９２年改革

– 価格引き下げ，所得補償のための直接支払，生産調
整のためのセット・アサイド（減反）

• ガット交渉（ウルグアイラウンド）の外圧



英国人の里山好き英国人の里山好き

• カントリーサイド
– 田園地域→田園景観

• ピーターラビットなどの童話の舞台
• Ashford とWye
• カントリーサイド・ウォーキング

– パブリック・フットパス（遊歩道）：The right of way
– パブやインに寄りながら歩く，歩く，歩く

• 一度失われた自然に対する憧憬



環境文化ということ環境文化ということ



アジアの環境と文化アジアの環境と文化

• アジアの風土にあった自然とのつきあい方
– 日本： モンスーン気候
– 石の文化と木の文化

• 環境文化の創造



日本型生活様式日本型生活様式

• 江戸時代： 世界に誇るリサイクル社会

• 米国型生活様式の限界（×）
• 欧州型生活様式（見習うべきは欧州）
• アジア型生活様式（？）

• 新しい時代の生活様式



近代以前近代以前

• 英国駐日公使 ラザフォード・オールコック
このよく耕された谷間の土地で、人びとが幸せ
に満ちた良い暮らしをしているのを見ると、これ
が圧政に苦しみ、過酷な税金をとりたてられて苦
しんでいる場所とはとても信じられない。
ヨーロッパにはこんな幸福で暮らし向きの良い

農民はいないし、また、これほど穏やかで稔り多
い土地もないと思う。

自分の農地を整然と保つことにかけては、世界
中で日本の農民にかなうものはない。

「大君の都」（1863）



日本人が失ったもの日本人が失ったもの

• 「近代」がもたらした光と影
– 明治以降、農業に関しては戦後の近代化

• 「コクド」 が投げかけた問題 → 「土地」

– 昭和３０年代～
– 土地の私有化ということ

• 「個」 と 「公」 ということ
– 「個」を大事にすれば他人の「個」も大事にする
→ 「公」 が育つ



英国は１９世紀までに繁栄を極めた。富，成功，
地位，名声といったものを手にいれた。そして
人間を本当に幸せにしてくれるのは，そういうも
のじゃない，ということを知っちゃったんですね。
米国人を「まだ若い」という目で見てる。自分た
ちのビクトリア時代くらいだと思っているんじゃ
ないですか。

藤原正彦

英国は１９世紀までに繁栄を極めた。富，成功，
地位，名声といったものを手にいれた。そして
人間を本当に幸せにしてくれるのは，そういうも
のじゃない，ということを知っちゃったんですね。
米国人を「まだ若い」という目で見てる。自分た
ちのビクトリア時代くらいだと思っているんじゃ
ないですか。

藤原正彦



ちばの里山を考えるちばの里山を考える

• 谷津田景観がどうなるか→千葉の里山の試金石
• 耕作不適地： 野生生物の残された生息地

cf. 英国の農業・環境政策

• 里山に行って 感じる，考える，行動する

• 里山をとおして自分をみつめる
• パートナーシップ（確立した「個」相互の関係）

– 農林業従事者、住民、ＮＰＯ、行政、研究者

• 里山「文化」 → こだわり



ちばの里山保全ちばの里山保全

• 農林業従事者
• 住民、仲間たち（ＮＰＯ）
• 研究者
• 行政

– 弾力的かつダイナミックに

• パートナーシップ（協働）
– 互いに「個」をもった主体の関わり合い
– それぞれの力量が問われる



・・・ と 子ども・・・ と 子ども



里山に託す私たちの未来里山に託す私たちの未来

• かつて子どもだったことを忘れずにいる大
人はいくらもない

サン・テグジュペリ



伝えることの大切さ伝えることの大切さ

朝日新聞
２００５年５月１４日





ふる里ふる里



ちばの里山保全（まとめ）ちばの里山保全（まとめ）

• 代々千葉に住んでいる人びと
• 新しく千葉に転入してきた人びと

誇りをもって「ふる里」といえる

原体験を共有

「ふる里やまプロジェクト」



美しき村美しき村

村は住む人のほんの僅かな気持
ちから、美しくもまづくもなるものだ

「豆の葉と太陽 美しき村」

（柳田國男,  昭和15年11月）
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